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３ 年収額と満足度について 

３－１ 再就職の年収額について 

 

(1) 調査時点での年収額は、200～400万円が全体の３分の２を占めており（下記グラフ 

の網掛け部分）、平均値は355万円（平均勤続年数6.0年）であり、勤続年数が長いほ

ど年収額の平均は高い。 

 

200万円未満

全体
(n=384)

600万円以上

7％ 5%

400～600万円
21％

200～300万円
29％

300～400万円
38％

       ・ 年収額  ： ３５５万円（全体回答者の平均）  平均勤続年数 ６.０年 

 

＜勤続年数別の年収額分布＞ 

勤続年数

１年未満

2

%

(n=43) 400～600万円

200万円未満

12％

600万円以上

200～300万円

33％

300～400万円

47％

7%

       ・勤続年数１年未満の年収額  ： ３０７万円（平均） 

 

200万円未満

勤続年数 １～３年

(n=111)

600万円以上

10％

200～300万円

35％

4

%

300～400万円

38％

400～600万円

14％

       ・勤続年数１年以上３年未満の年収額  ： ３２４万円（平均） 

 

200万円未満

4

％

勤続年数 ３～５年

(n=77)

600万円以上　1％

400～600万円

17％

200～300万円

35％

300～400万円

43％

     ・勤続年数３年以上５年未満の年収額  ： ３３５万円（平均） 

 

200万円未満

3

%

3

%

勤続年数 ５～10

年

(n=75)

600万円以上

200～300万円

25％

300～400万円

36％

400～600万円

33％

     ・勤続年数５年以上10年未満の年収額  ： ３７７万円（平均） 

 

200万円未満

勤続年数10年以

上

(n=78) 5％

200～300万円

17％

300～400万円

28％

400～600万円

37％

600万円以上

13%

       ・勤続年数10年以上の年収額  ： ４２５万円（平均） 
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(2) また、夫同居と夫非同居とで、年収額の平均値を比べると、夫同居は365万円、夫

非同居は320万円で、夫非同居の平均年収額が12％低かった。その理由としては、

「夫同居」の平均勤続年数が6.4年であるのに比べ、「夫非同居」では3.1年で、その

勤続年数の差が年収額に反映されていると推測される。 

 
200万円未満

夫同居
(n=247)

600万円以上

6%7%

200～300万円

26％

300～400万円

35％

400～600万円

26％

            ・夫同居の年収額  ： ３６５万円（平均）  平均勤続年数 ６.４年 

 

200万円未満

夫非同居
(n=144)

3

%

600万円以上

6%

200～300万円

34％

300～400万円

42％

400～600万円

15%

            ・夫非同居の年収額  ： ３２０万円（平均）  平均勤続年数 ３.１年 

 

 

 

(3) 残業時間について 

   残業については、年間を通じて「ほとんどなし」との回答が54％であった。年間を

通じた１日あたりの残業時間は「１時間」が最も多く32％、「２時間」が11％であっ

た。残業時間の平均は83分であった。 

 

○ 再就職の残業状況について 

                   平均８３分 

（「残業あり」の回答者の平均） 

全体
(n=387)

3

%

３時間以上

ほとんどなし

54％

１時間

32％

２時間

11%
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 (4) 再就職の満足度について、「子育てをしながら再就職して働いてきたことをどう 

思うか」と尋ねたところ、全体で「よかった」が62％、「よくなかった」が２％で、 

「どちらともいえない」が36％であった。 

 

  表２－６－１ 再就職への満足度について 

よかった どちらともいえない よくなかった

人数（人）
244 139 8

％ 62% 36% 2%

人数（人）
117 49 1

％ 70% 29% 1%

人数（人）
127 90 7

％ 57% 40% 3%

２回目以降
の再就職
（ｎ＝２２４）

はじめての
再就職

（ｎ＝１６７）

全体
（ｎ＝３９１）

再
就
職
の
回
数

 

  

 

(5) 満足度を「よかった」と答えた回答者の年収額の平均値は369万円で、「どちらと 

もいえない」は336万円、「よくなかった」は275万円となっている。 

 

・「よかった」の年収額  ： ３６９万円（平均）  平均勤続年数 ６.３年 

200万円未満

よかった
(n=244)

600万円以上

5%

200～300万円

28％

300～400万円

37％

400～600万円

26％ 6%  

・「どちらともいえない」の年収額 ：３３６万円（平均） 平均勤続年数 ５.６年 

200万円未満

2

%

どちらとも

　　　いえない

(n=139)

300～400万円

37％

600万円以上

8%

200～300万円

31％

400～600万円

26％  

・「よくなかった」の年収額  ： ２７５万円（平均） 平均勤続年数 ２.６年 

200万円未満

12.5%

200～300万円

50％

300～400万円

37.5％

よくなかった
(n=8)

 

 

 

(6) 再就職の満足度について、自由記入によりその理由を尋ねたところ、「よかった」

理由は「子どもとの関係が良好で子育ての達成感が大きい」「よい仕事に恵まれ充実

感・やりがいがある」といった趣旨の回答が多く、「よくなかった」理由の４分の３

は「子育てに後悔や不満がある」といった趣旨の回答（自由記入）であった。 
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表2-6-3 子育てをしながら再就職して働いてきたことを「よかった」と思う理由と 

「よくなかった」と思う理由について（自由記載を分類し集計） 

よかったと思う理由 件数 割合

子どもとの関係が良好で子育ての達成感が大きい

　○　子どもと協力関係をつくれた

　○　子どもと接する時間が深まった

　○　子どもに母親が働く姿をみせられた

　○　子育てでの達成感が大きい

　○　子育てに多くの人の協力が得られた

　○　子どもとのコミュニケーションが増えた

　○　子どもに十分な教育費をかけられた

　○　子どもとのよい距離感が保てた

　○　親子関係が良好になった

よい仕事に恵まれ充実感・やりがいがある

　○　働くことでメリハリある時間が持てた

　○　社会とのつながりが得られた

　○　自分が活躍でき、充実感ややりがいがあった

　○　自分に自信が持てた

　○　正社員の仕事につけた

　○　仕事から気持ちのゆとりが得られた

　○　経験や資格をいかして働けた

　○　理解ある職場にめぐまれた
生活に必要な収入、自由に使える収入が得られる
　○　生活に必要な収入が得られた
　○　自分が自由に使える収入が得られた
順調な人生や自分の成長を実感できる
　○　自分自身の成長が実感できた
　○　社会の見聞・知識が広まった
　○　これまで順調な人生だった
　○　人との新たな出会いが増えた
　○　キャリアアップやスキルアップができた

計 281件 100%

よくなかったと思う理由 件数 割合

子育てに後悔や不満がある
　○　子育てに後悔がある
　○　子どもと接する時間が減った
　○　子どもに苦労をかけ、可哀想だった
　○　子どもに悪影響を与えてしまった
　○　子どもとのコミュニケーションが減った
　○　子どもが病気でも十分看護できなかった
　○　運動会等の学校行事に出られなかった
家庭生活に不満がある
　○　家事がおろそかになった
　○　夫が家事育児に非協力であった
仕事や職場に不満がある
　○　子育て女性が働くことが職場で理解されない
　○　給料・やりがいに不満がある
　○　体力的にきつい

計 118件 100%

34%95件

36%100件

17%48件

38件 14%

13件 11%

89件

16件 14%

75%

 


